
令和3年度 第1回
難病患者在宅医療・介護体制強化事業（大阪府受託事業）研修会

テーマ：在宅医療のサポートについて
大阪府医師会生涯研修システム1単位登録 CC：04・13・80

近畿大学病院は平成27年4月1日に難病患者さまが安心して在宅療養生活を継続できる
ように地域診療所・病院等と連携・支援する目的で「難病患者在宅医療支援センター」
を設立いたしました。
つきましては、難病医療の知識の普及および病病・病診連携強化を目指し、難病在宅医
療に携わる医療スタッフを対象とする研修会を開催いたします。

開会挨拶 近畿大学病院 病院長
難病患者在宅医療支援センター センター長 東田 有智

司会 難病患者在宅医療支援センター 副センター長 平野 牧人

【お問い合わせ】

近畿大学病院 難病患者在宅医療支援センター
〒589-8511 大阪府大阪狭山市大野東377-2 電話 072-366-0221 内線3803

申込方法：
①右記のQRコードを読み取り、必要な情報を入力し、
送信してください。申込締切：10月1日（金）17：00

②入力いただいたメールアドレスに、当日の視聴に必要な
URLをお送りします。

【アンケートへのご協力のお願い】
研修会終了後に、アンケート回答に
ご協力くださいますようお願いいたします。

2021年10月2日(土)
14：00～15：30（13：50開場）

開催方法：Web開催（Zoom）

対象者：難病在宅医療に携わっている医療・介護・福祉関係者

講演１ 在宅医療における呼吸器導入および意思決定支援
講師：国際医療福祉大学市川病院 脳神経内科部長 神経難病センター長

国際医療福祉大学 医学部教授 荻野 美恵子 先生

講演２ レスパイト入院について
講師：堺咲花病院 小児科 部長 宮沢 朋生 先生

申込用QRコード

アンケート回答用
QRコード

荻野美恵子先生
「ＡＬＳの呼吸困難感に対する医療用モルヒネ使用」
について保険診療が可能となるように尽力され、さら
に神経難病緩和ケア普及のため、日本難病医療ネット
ワーク学会理事としてご活躍されています。

宮沢朋生先生
堺咲花病院小児科部長として、地域の小児医療の充実
を図る傍ら、重症心身障害児の生活を支援すべくレス
パイトの受け入れにも取り組まれています。

日時


